
品 名：90039_112361_005_03_アライアンス・バーンスタイン・米国割安株投信（年2回決算型）_1084054.docx 

日 時：2025/12/22 12:57:00 

ページ：1 

 

 

 

 
 

受益者のみなさまへ 
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ

ます。 
さて、「アライアンス・バーンスタイン・米国割

安株投信（年2回決算型）」は、このたび第５期の決
算を⾏いました。 

ここに、当期の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも⼀層のお引き⽴てを賜りますよう、お願

い申し上げます。 

●当ファンドの仕組み 
当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 
信 託 期 間 2044年５⽉16日まで（信託設定日：2023年６⽉

16日） 

運 用 方 針 
アライアンス・バーンスタイン・米国割安株マザー
ファンド受益証券への投資を通じて、信託財産の成
⻑をめざして積極的な運用を⾏います。 

主 要 
投 資 対 象 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米 国 割 安 株 投 信 
（ 年 ２ 回 決 算 型 ） 

アライアンス・バーンスタイン・
米国割安株マザーファンドの受
益証券を主要投資対象とします。 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米国割安株マザーファンド 

米国の⾦融商品取引所上場企業
の株式を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米 国 割 安 株 投 信 
（ 年 ２ 回 決 算 型 ） 

① 株式への実質投資割合には、
制限を設けません。 

② 外貨建資産への実質投資割
合は、制限を設けません。 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米国割安株マザーファンド 

① 株式への投資割合には、制限
を設けません。 

② 外貨建資産への投資割合に
は、制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づき分配を
⾏います。 
① 分配対象額の範囲は、経費控除後の利⼦・配当等

収益および売買益（評価益を含みます。）等の全額
とします。 

② 分配⾦額は、委託会社が基準価額⽔準、市場動向
等を勘案して決定します。ただし、分配対象額が
少額の場合等には、分配を⾏わないこともあり
ます。 

③ 留保益の運用については、特に制限を設けず、「基
本方針」および「運用方法」に基づいて運用を⾏
います。 

 

 
アライアンス・バーンスタイン・⽶国割安株投信（年2回決算型） 
愛称：プレミアバリュー 

追加型投信／海外／株式 
第５期(決算日2025年11⽉17日) 



品 名：90039_112361_005_03_アライアンス・バーンスタイン・米国割安株投信（年2回決算型）_1084054.docx 

日 時：2025/12/22 12:57:00 

ページ：1 

 

 

－ 1 － 

アライアンス・バーンスタイン・米国割安株投信（年２回決算型） 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

2023年６月16日 10,000 － － － － － 35 

１期(2023年11月15日) 10,616 25 6.4 91.8 － 2.1 4,292 

２期(2024年５月15日) 12,716 60 20.3 94.6 － 1.9 16,161 

３期(2024年11月15日) 13,624 75 7.7 95.6 － 0.9 24,413 

４期(2025年５月15日) 12,177 0 △10.6 96.0 － 1.0 27,691 

５期(2025年11月17日) 13,461 95 11.3 97.9 － 0.8 26,675 
 

（注） 設定日の基準価額は、当初設定時の価額です。また設定日の純資産総額は、当初設定元本総額を表示しております。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」「株式先物比率」「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2025年５月15日 12,177 － 96.0 － 1.0 

５月末 11,993 △ 1.5 95.4 － 1.0 

６月末 12,413 1.9 96.2 － 1.0 

７月末 12,833 5.4 95.1 － 0.9 

８月末 12,905 6.0 95.6 － 0.8 

９月末 13,132 7.8 98.1 － 0.8 

10月末 13,483 10.7 99.5 － 0.8 

(期  末)      

2025年11月17日 13,556 11.3 97.9 － 0.8 
 

（注） 各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」「株式先物比率」「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 月末は、各月の最終営業日です。 
 
※ ベンチマークおよび参考指数について 

当ファンドはベンチマークおよび参考指数を設定していないため、掲載しておりません。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国割安株投信（年２回決算型） 

  
アライアンス・バーンスタイン・米国割安株投信（年２回決算型）(以下「当ファンド」ということがあり

ます。)の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2025年５月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額(分配金(税込み)再投資)は前期末比で上昇しました。 

 

○基準価額の主な変動要因 

上昇要因 

・ 保有する資本財・サービス関連銘柄やヘルスケア関連銘柄の株価上昇 

・ 円安米ドル高となったこと 
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アライアンス・バーンスタイン・米国割安株投信（年２回決算型） 

  
【株式市場】 

米国株式市場は、前期末比で上昇しました(米ドルベース)。 

 

期初はやや下落して始まったものの、その後上値を追う展開となり、2025年10月下旬には主要３株価指数が

最高値を更新しました。米国と主要貿易相手国間の関税協議の進展や、米連邦準備理事会(FRB)による利下げ、

好調な企業業績、AI関連の大型契約および開発提携の発表を背景とするハイテク株の上昇などが株価を後押

ししました。一方で、中東情勢の緊迫化や７月の雇用統計の軟化、トランプ大統領による対中関税の大幅引き

上げの警告などは、株価の下落要因となりました。11月以降期末にかけては、AI関連株への高値警戒感から、

株価はやや調整しました。 

 

【為替市場】 

前期末比で円安米ドル高となりました。 

 

期初から2025年５月下旬にかけては、米国の財政赤字拡大懸念や関税政策に対する不透明感から、円高米ド

ル安となりました。その後７月にかけては、米国の関税による日本国内のインフレ圧力や参議院議員選挙後の

財政悪化が懸念され、円が売られる展開となりましたが、８月以降は米国の利下げ期待が高まり、円高米ドル

安となりました。10月に入ると、高市政権の財政運営が拡張的になるとの思惑から円安米ドル高が進みまし

た。その後期末にかけては、日本銀行(日銀)による追加利上げの見送りに加えて植田総裁の発言がハト派的と

受け止められ、さらに円安米ドル高が進みました。 

 

  
【当ファンド】 

当ファンドはアライアンス・バーンスタイン・米国割安株マザーファンド(以下「マザーファンド」という

ことがあります。)受益証券への投資を通じて、主として株価が魅力的で強固なビジネスモデルにより業績の

向上が期待される米国株式に投資することにより、信託財産の成長を目指します。実質外貨建資産について

は、原則として為替ヘッジを行いません。 

当ファンドは、ほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 

 

【マザーファンド】 

綿密なファンダメンタルズ分析に基づき、株価が魅力的で強固なビジネスモデルにより業績の向上が期待

される企業に選別投資を行います。運用にあたっては、優れたビジネスを有する企業を魅力的な株価で取得す

ることにより、長期的に安定したリターンを創出することを目指しました。 

その結果、セクター配分においては、ヘルスケア・セクター、金融セクター、資本財・サービス・セクター

が上位となりました。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国割安株投信（年２回決算型） 

  
（注） 組入比率はアライアンス・バーンスタイン・米国割安株マザーファンドの純資産総額に対する割合です。 

 セクター配分は、MSCI／S&PのGlobal Industry Classification Standard (GICS)の分類で区分しています。 

 

個別銘柄では、シスコシステムズなどを新たに組み入れたほか、アジレント・テクノロジー、シェブロンな

どを買い増しました。一方、フィリップ・モリス・インターナショナルや、ウォルマート、ジョンソン・エン

ド・ジョンソンなどを一部売却しました。株式の組入比率は期を通じて高い水準を維持しました。 

 

  
当ファンドは、ベンチマークおよび参考指数を設け

ておりません。 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国割安株投信（年２回決算型） 

  
当期の収益分配については、配当等収益に基づき、基準価額水準、市場動向等を勘案し、95円(１万口当た

り、税込み)としました。なお、収益分配に充てなかった利益については、信託財産内に留保し「運用の基本
方針」に基づいて運用を行います。 
 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第５期 

2025年５月16日～ 
2025年11月17日 

当期分配金 95  

(対基準価額比率) 0.701％ 

 当期の収益 95  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 3,461  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 
（注）上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 

 

  
【当ファンド】 

引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 
 

【マザーファンド】 

利下げの再開や堅調な企業利益見通しなどが株式市場を支えるとみています。一方で、足もと、高ベータ株
(市場全体の動きよりも大きく変動する傾向がある銘柄)や、モメンタム株(株価の値動きに勢いがある銘柄)
が、収益力が強いなど質が高いクオリティ株をアウトパフォームしており、市場の過熱には引き続き警戒して
います。さらに、S&P500株価指数の主要構成銘柄の一部には割高なバリュエーションが見られ、同指数のバ
リュエーションは近年の最高値付近まで押し上げられています。こうした状況が反転局面を迎えた場合、バ
リュー株にとって有利な状況となるとみています。 
 
マザーファンドでは、徹底したファンダメンタルズ・リサーチに基づき、“プレミアバリュー企業”を発掘

する方針を維持しています。プレミアバリュー企業とは、優れたビジネスによりキャッシュを多く創出してい
るにもかかわらず、株式市場の評価の歪みにより低く評価された企業です。マザーファンドの保有銘柄は、フ
リーキャッシュフロー利回りが高く、収益の変動が小さく、レバレッジが低いという魅力的なファンダメンタ
ルズを保持している企業です。このような優れた経営を行う企業は、資本を賢く配分し、配当を増やし、株式
の長期的な価値を高めることができると考えます。 
 
引き続き、優れたビジネスを有する企業を魅力的な株価で取得することにより、長期的に安定したリターン

を創出することを目指します。 
 

※ 将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。   
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アライアンス・バーンスタイン・米国割安株投信（年２回決算型） 

○１万口当たりの費用明細 (2025年５月16日～2025年11月17日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 110  0.856  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 54)  (0.420)  委託した資金の運用、基準価額の発表等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 54)  (0.420)  購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の提供等、口座内で
のファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  2)  (0.015)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.008   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.008)  売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払
う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（c） そ の 他 費 用 2   0.016   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  0)  (0.003)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.014)  その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財産
に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事務に
係る費用、計理業務関係費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成・
印刷・提供等および届出に係る費用等 

 合 計 113   0.880    

期中の平均基準価額は、12,793円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含

みます。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国割安株投信（年２回決算型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.70％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国割安株投信（年２回決算型） 

○売買及び取引の状況 (2025年５月16日～2025年11月17日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・米国割安株マザーファンド 712,146 927,562 3,754,298 5,227,100 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2025年５月16日～2025年11月17日) 

 

項 目 
当 期 

アライアンス・バーンスタイン・米国割安株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 40,924,717千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 46,100,272千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.88   
 
（注） 株式売買金額は、受け渡し代金 

（注） 平均組入株式時価総額は、各月末現在の組入株式時価総額（外貨建株式は、当該月末日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算し

た額）の単純平均。 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年５月16日～2025年11月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2025年11月17日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アライアンス・バーンスタイン・米国割安株マザーファンド 21,450,178 18,408,025 26,660,343 
 
（注） 単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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アライアンス・バーンスタイン・米国割安株投信（年２回決算型） 

○投資信託財産の構成 (2025年11月17日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アライアンス・バーンスタイン・米国割安株マザーファンド 26,660,343 97.3 

コール・ローン等、その他 744,710 2.7 

投資信託財産総額 27,405,053 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・米国割安株マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（47,431,329千円）の投資信託財

産総額（47,457,022千円）に対する比率は99.9％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レー

トは、１米ドル＝154.70円です。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国割安株投信（年２回決算型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年11月17日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 27,405,053,178   

 コール・ローン等 16,589,041   

 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国割安株マザーファンド(評価額) 

26,660,343,976   

 未収入金 728,120,000   

 未収利息 161   

(B) 負債 729,180,535   

 未払収益分配金 188,261,460   

 未払解約金 296,852,552   

 未払信託報酬 240,282,432   

 その他未払費用 3,784,091   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 26,675,872,643   

 元本 19,816,995,795   

 次期繰越損益金 6,858,876,848   

(D) 受益権総口数 19,816,995,795口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,461円 
 

（注） 期 首 元 本 額 22,741,445,864 円 、 期 中 追 加 設 定 元 本 額

1,465,185,968円、期中一部解約元本額4,389,636,037円。当期

末現在における１口当たり純資産額1.3461円。 
 

○損益の状況 (2025年５月16日～2025年11月17日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 35,236   

 受取利息 35,236   

(B) 有価証券売買損益 2,938,847,050   

 売買益 3,283,033,531   

 売買損 △  344,186,481   

(C) 信託報酬等 △  244,066,523   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,694,815,763   

(E) 前期繰越損益金 129,347,136   

(F) 追加信託差損益金 4,222,975,409   

 (配当等相当額) (  2,715,237,196)  

 (売買損益相当額) (  1,507,738,213)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 7,047,138,308   

(H) 収益分配金 △  188,261,460   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 6,858,876,848   

 追加信託差損益金 4,222,975,409   

 (配当等相当額) (  2,715,237,196)  

 (売買損益相当額) (  1,507,738,213)  

 分配準備積立金 2,635,901,439   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額およびその他費用等を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第５期計算期間末における費用控除後の配当等収益額

（35,236円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損

益額（325,194,995円）、収益調整金額（4,222,975,409円）および

分配準備積立金額（2,498,932,668円）より分配対象収益額は

7,047,138,308円（10,000口当たり3,556円）であり、うち

188,261,460円（10,000口当たり95円）を分配金額としております。  
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アライアンス・バーンスタイン・米国割安株投信（年２回決算型） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 95円  
 

★分配金の内訳、税金の取扱いは以下のとおりです。 

 
 
◇課税上の取扱い 

①分配金の課税について 

 ・ 分配金は「普通分配金」と「元本払戻金（特別分配金）」に区分され、普通分配金に課税されます。 

 ・ 分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本と同額または受益者の個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。 

 ・ 分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、分配金から元本払戻金（特

別分配金）を控除した額が普通分配金となります。ただし分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本を下回り、かつ分配金と分配落ち

後の基準価額を加えたものが受益者の個別元本と同額か下回る場合には、分配金の全額が元本払戻金（特別分配金）となります。 

 ・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

②個人の課税上の取扱い 

 ・ 元本払戻金（特別分配金）：元本払戻金（特別分配金）は、お客様の取得元本の一部の払い戻しに当たるため、課税されません。 

 ・ 普通分配金：個人の受益者の源泉徴収時には、配当所得として以下のように課税されます。 

20.315％（所得税15.315％、地方税５％） 

※ 法人の場合は上記とは異なります。 

 

※税法が改正された場合等には上記の内容が変更されることがあります。詳しくは販売会社へお問い合わせください。 

※外国税額控除の適用となった場合には、普通分配金から源泉徴収される税額が上記と異なる場合があります。 

※税金の取扱いの詳細については、税務専門家等にご相談されることをお勧めします。 
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